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は
じ
め
に

　当
院
は
、
地
域
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
に
指

定
さ
れ
て
お
り
、
正
常
分
娩
か
ら
様
々
な
合
併
症
を

抱
え
た
ハ
イ
リ
ス
ク
症
例
、
宇
都
宮
市
内
に
加
え
遠

方
の
医
療
機
関
か
ら
の
緊
急
搬
送
の
受
入
ま
で
、
年

間
1
‚0
0
0
件
近
い
出
産
に
寄
り
添
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
ま
た
、
産
後
ケ
ア
に
も
注
力
し
て
お
り
、

妊
娠
か
ら
出
産
、
産
後
ま
で
お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん

を
幅
広
く
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
体
制
を
整
え

て
い
ま
す
。

　「地
域
の
未
来
を
見
据
え
、
こ
ど
も
を
望
む
す
べ

て
の
方
々
に
希
望
を
届
け
た
い
。」
そ
の
想
い
か
ら
、

不
妊
治
療
の
裾
野
を
広
げ
、
専
門
的
か
つ
質
の
高
い

医
療
を
提
供
す
る
た
め
、
当
院
で
は
生
殖
補
助
医
療

を
開
始
し
ま
し
た
。
複
数
診
療
科
を
有
し
、
必
要
な

際
に
手
術
や
入
院
治
療
も
可
能
な
総
合
病
院
の
メ

リ
ッ
ト
を
生
か
し
、
こ
ど
も
を
望
む
す
べ
て
の
方
々

が
安
心
し
て
治
療
か
ら
妊
娠
、
出
産
、
そ
し
て
産
後

ま
で
、
切
れ
目
の
な
い
ケ
ア
を
受
け
ら
れ
る
環
境
を

提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

不
妊
治
療
の
現
状
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当
院
の
生
殖
補
助
医
療

　一
般
的
に
不
妊
治
療
は
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
生

活
指
導
、
薬
剤
投
与
、
ホ
ル
モ
ン
治
療
、
手
術
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
治
療
手
段
を
含
む
言
葉
で
す
。
不
妊
症

が
疑
わ
れ
る
場
合
は
、
ま
ず
、
精
液
検
査
、
血
液
検

査
、
超
音
波
検
査
な
ど
の
様
々
な
検
査
を
行
い
、
不

妊
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
原
因
を
調
べ
ま
す
。
検
査

に
よ
っ
て
不
妊
の
原
因
が
わ
か
っ
た
場
合
は
、
原
因

に
応
じ
て
薬
に
よ
る
治
療
や
手
術
を
行
い
ま
す
。
そ

れ
で
も
妊
娠
に
至
ら
な
い
場
合
は
「
生
殖
補
助
医
療
」

へ
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
考
え
ま
す
。
今
回
は
当
院
で

新
た
に
開
始
し
た
生
殖
補
助
医
療
に
つ
い
て
説
明
し

ま
す
。

　ま
ず
「
不
妊
」
と
は
、
妊
娠
を
望
む
健
康
な
男
女

が
避
妊
を
し
な
い
で
性
交
を
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
一
定
期
間
妊
娠
し
な
い
も
の
を
い
い
ま
す
。
不

妊
の
原
因
は
、
男
性
側
、
女
性
側
、
あ
る
い
は
そ
の

両
方
に
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
何
も
原
因
が
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
少
子
化
が
深
刻
化
す
る
中
で
、

不
妊
に
悩
む
ご
夫
婦
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
約
4
．

4
組
に
1
組
は
不
妊
治
療
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る

（
ま
た
は
現
在
受
け
て
い
る
）
と
い
う
デ
ー
タ
も
出
て

い
ま
す
。
不
妊
治
療
は
定
期
的
な
通
院
と
、
治
療
が

長
期
間
に
わ
た
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
で
き
る
だ
け

負
担
を
減
ら
す
た
め
に
も
、
自
分
の
住
む
地
域
、
生

活
圏
内
に
不
妊
治
療
を
行
え
る
医
療
機
関
が
あ
る
こ

と
は
非
常
に
重
要
で
す
。

　日
本
全
国
で
も
少
子
化
は
問
題
視
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
栃
木
県
は
減
少
率
が
非
常
に
高
く
、
直
近
は
日

本
全
国
の
出
生
率
よ
り
も
低
い
数
値
が
出
て
い
ま

す
。
栃
木
県
や
宇
都
宮
市
は
、
出
産
・
育
児
支
援
に

本
腰
を
入
れ
て
い
ま
す
が
、
出
生
率
は
4
年
連
続
で

過
去
最
低
を
更
新
し
、
少
子
化
に
歯
止
め
が
か
か
ら

な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

特 集 1

栃
木
県
と
少
子
化

生殖補助医療の流れ

1 卵巣刺激

経口の排卵誘発剤や注射による卵胞
刺激ホルモンなどの薬剤を投与し、
卵巣を刺激して複数個の卵子に成長
させます。

2 採卵

卵子が発育したタイミングを見計ら
い、超音波で確認しながら卵巣に針
を直に穿刺して卵子を体外に吸引採
取します。

3 体外受精（培精）

シャーレ上で、取り出した卵子と特
殊な方法で得られた良好な精子を混
ぜ合わせ受精させます。

4 顕微受精

精子の数が非常に少ない場合や精子
の運動機能が著しく不良な場合は、1
個の精子を 1個の卵子の中に打ち込
み受精させます。

5 胚移植

数日間の培養により、ある程度成長
した良好な受精卵（胚）を子宮内に戻
します。胚移植後は着床を助けるた
め、ホルモン剤などを投与します。

6 受精卵凍結と融解

良好な受精卵が複数得られた場合、
次の胚移植に備え -196 度の液体窒
素のタンクで凍結保存します。必要
に応じて胚移植する際は、受精卵を
ゆっくり培養液の中で融解し、凍結
前の元の状態に戻します。



クラウドファンディング挑戦終了

最終寄付金額 :29,299,000 円　総寄付者数：325名

皆さまの温かいご支援に感謝申し上げます

　当院は、この地域で不妊治療の裾野を広げることを目的に「不妊外来の開設」と「生殖補

助医療の導入」を目指し、7月8日からクラウドファンディングに挑戦してまいりました。

9月30日に無事終了し、当初の目標であった1,000万円を遥かに上回る結果となりまし

た。温かいご支援と応援メッセージをお寄せくださった皆さま、そしてこの取り組みに関

心を寄せてくださったすべての方々に、職員一同、心より感謝申し上げます。

　いただいたご寄付は、生殖補助医療で使用する治療機器購入費の一部に充てさせていた

だきました。皆さまの想いを胸に、1人でも多くの方の願いに寄り添ってまいります。引き

続き変わらぬご支援とご指導を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

※クラウドファンディングとは
インターネットを通じて活動や夢を発信することで、想いに共感した人や活動を応援したいと思っ
てくれる人から資金（寄付）を募る仕組みです。
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生殖補助医療を支える！培養担当技師

培養担当技師は、胚（受精卵）を扱う専門職で
す。体外受精をするのに必要な採卵や移植は医
師が行っていますが、採取された卵子や精子が
培養室に届いてから移植するまでの一連の作業
すべてを行います。具体的には、採卵した卵子
や採精された精子の処理、受精操作、インキュ
ベーターと呼ばれる孵化・発育装置内での胚の
成長観察、移植しなかった余剰胚の凍結・融解
など培養室におけるすべての業務を請け負う責
任ある仕事です。採卵や胚移植の間、医師とと
もに処置に立ち会い介助もしています。また、
患者さんに直接あってカウンセリングなどを行
うこともあります。
　少しでも多く「やっと会えたね」と幸せな親子
対面ができるよう、技術や知識にさらに磨きを
かけて全力で貢献していきたいです。

　現在、栃木県全体として不妊治療の専門医は未だ少ないため、当院

における生殖補助医療の充実・充足は、大きな意味があるものになる

と感じております。患者さんの治療に寄り添い、そして当地域のこど

もを望む方々の力になれたらと願っています。

Check !

生殖補助医療を支えるスタッフ

医師、看護師、助産師、培養担当技師を中心とした様々な専門職がチームとなり、
有効で安全な不妊治療の提供を目指します。

生殖医療センター長
産婦人科 主任診療科長 （左）飯田 俊彦

　看護師・助産師は、治療過程に応じたアドバイスや、医師、培養担

当技師、ソーシャルワーカーなどへの橋渡しをする役割を担います。

時に不安や葛藤もあるかと思いますが、一緒に悩み、思いに寄り添う

ことで、安心して納得した治療が受けられるようサポートします。

一般外来 課長 高川 真紀（中央）
産科病棟 課長 （右） （左）大沼 のり子 産科病棟 係長 星 宏枝

培養室
倒立顕微鏡

インテバイオステーション

医　師

看護師・助産師

業務の様子

中里貴絵（左）、野崎真弓（右）

生殖医療センター　副センター長
日本生殖医学会認定生殖医療専門医 （右）吉政 佑之
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